
－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

’

　
　
融

　
　
蛎
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雪
ま
つ
り
終
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
十
四
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
は

　
　
　
　
　
百
間
で
二
十
五
万
人
（
昨
年
比
六
万
人
減
）

吹
雪
の
中

二
十
五
万

　
冬
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

十
二
・
±
一
百
の

の
人
出
を
記
録
。
降
り
し
き
る
雪
の
中
で
も
の
べ
六
万
人
を
集
め

た
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
、
更
上
最
高
の
数
だ
つ
た
雪
像
群
訟
英
知
と

汗
で
盛
り
あ
げ
た
七
う
の
お
祭
り
広
場
な
ど
は
．
日
本
一
を
誇

る
“
雪
の
祭
典
”
と
し
て
．
ま
た
一
歩
前
進
し
た
と
い
え
ま
す
。

　
十
二
日
ω
に
行
わ
れ
た
雪
上
力
ー

ニ
バ
ル
は
、
全
国
各
地
か
ら
の
観
光

客
六
万
人
を
集
め
、
雪
ま
つ
り
の
雰

囲
気
を
最
高
潮
に
盛
り
あ
げ
、
雪
像

舞
台
（
太
陽
の
神
像
…
幅
…
四
十
材
・

高
さ
…
二
十
㌶
）
上
で
繰
広
げ
ら
れ

た
豪
華
絢
欄
の
音
と
光
の
シ
ョ
ー
は
、

猛
吹
雪
の
中
に
訪
れ
た
人
達
を
陶
酔

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
雪
ま
つ
り
に
は
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
雪
像
も
、
下
条
、
鉢
、

伊
達
と
市
内
各
地
に
広
が
り
を
見
せ
、

一
般
作
品
三
十
七
（
前
回
三
十
）

特
別
作
品
十
（
前
回
九
）
学
童
作
品

二
十
（
前
回
同
じ
）
の
合
計
六
十
七

作
品
と
な
り
史
上
最
高
の
数
を
記
録

し
ま
し
た
。
ま
た
七
つ
の
広
場
の
催

し
物
も
年
々
多
彩
に
な
り
、
今
回
は

四
十
六
の
催
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
大
盛
況
の
雪
像
見
学

ッ
ァ
ー
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
各
種

展
示
会
、
文
化
講
演
会
、
ナ
ッ
メ
ロ

…
…
な
ど
、
主
催
す
る
側
も
、
市
民

も
、
訪
れ
た
人
達
も
全
て
が
一
体
と

な
っ
て
創
り
出
し
た
素
晴
ら
し
い
白

い
愛
の
祭
典
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

翻辮塁

｝
火
災
続
発
・
…

　
　
　
ご
注
意
を
〃

　
一
月
か
ら
、
す
で
に
八
件
の
火
災

が
発
生
、
（
郡
市
内
V
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
過
去
に
な
い
発
生
状
況
で
す
。

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
ゆ
る
み
、
不
注
意
な
ど
。
暖
．

冬
と
糖
わ
れ
る
今
年
は
暖
房
器
に
起

因
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
も
う

一
度
、
”
我
が
家
の
防
災
”
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　　　編髪

叩

濠

“
火
の
用
心
　
心
で
用
心

　
　
　
　
　
　
　
目
で
用
心
”

十
臼
町
地
域
消
防
本
部

γ
轡

　
轡
萄

圃
灘

懸

ir『騰騰離I li
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1

p
類

1鍬轍蛾

磁

鼎
ず　ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
一

で
し
一

県
外
か
ら
も
参
加
し
て
…
…
…

雪
＊
像
＊
見
＊
学
＊
ツ
＊

　
第
二
回
「
雪
の
芸
術
作
品
見
学
ツ

ア
ー
」
に
は
昨
年
の
倍
以
上
の
九
十

七
名
が
参
加
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
四
台

に
分
乗
し
、
ニ
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て

市
街
地
を
は
じ
め
、
鉢
、
下
条
に
ま

で
足
を
の
ば
し
ま
し
た
。
雪
像
を
い

っ
ぺ
ん
に
二
十
以
上
も
見
学
で
き
る

こ
の
企
画
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
お
に
ぎ
り
、

地
酒
も
手
伝
っ
て
大
好
評
。
県
外
か

ら
は
外
人
二
名
を
含
ん
で
十
四
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
大
阪
か
ら
訪
れ
た
山
本
洋
子
・
久

仁
子
さ
ん
姉
妹
は
、
「
屋
根
に
雪
が
積

講

鎌・
肇

叢

　
　
　
　
　
　
　
ア
・
ー

も
っ
て
い
る
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。

華
や
か
な
雪
像
の
裏
側
で
、
一
つ
一

つ
の
企
画
が
あ
り
み
ん
な
で
つ
く
り

あ
げ
て
い
る
。
そ
の
苦
労
が
わ
か
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

嚢
雪
針
ラ
リ
ー
　
基
準
時

間
に
一
番

近
く
帰
っ

て
く
る
の

ま‘

市
内
五
つ
の
広
場
を
め
ぐ
る
「
雪
上

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
は
、
四
～
七
十

四
歳
ま
で
総
勢
二
百
八
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
五
秒
差

の
見
事
な
成
績
で
、
一
等
賞
品
”
紬

の
反
物
”
は
、
樋
熊
進
一
君
（
桑
原
）

が
獲
得
。
ま
た
最
年
少
・
最
年
長
者

賞
と
し
て
、
小
原
匡
人
君
（
水
口
）

庭
野
ス
ギ
さ
ん
（
島
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

駄
犠

“ズー奈イン朝、で全国

　
　
　
　
　
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
エ
レ
ク

　
　
　
　
ト
ー
ン
の
調
べ
が
、
降
り

　
　
　
　
し
き
る
雪
の
中
に
流
れ
た
。

　
　
　
　
　
十
三
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
　
　
　
ィ
広
場
で
行
わ
れ
た
「
慕
p

　
　
　
　
情
十
日
町
」
の
発
表
会
は

　
　
　
ウ
作
曲
者
の
大
島
彰
先
生
の

　
　
　
　
演
奏
に
、
諸
里
市
長
、
太

　
　
　
　
田
チ
イ
さ
ん
、
尾
身
恵
美

　
　
　
、
子
さ
ん
の
唄
が
加
わ
り
、

　
　
　
撒
約
三
百
人
の
聴
衆
も
ウ
ッ

　
　
　
　
ト
リ
。
　
「
十
日
町
の
第
二

　
　
　
　
の
唄
、
い
い
で
す
ね
凶
と

子
ど
も
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
た
．

の
が
印
象
的
で
し
た
。

鷺　P
　
』　
　
　
勢

　
　
　
ミ
ギ

　
　
　
ざ
　
ヤ
　

　
　
　
4

　
　
　
．
、
　
擁
｝
盈

　
　
　
　
『
　
，
蒙

　
　
　
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
，

　
　
蕊

　
　
　
　
｛

榊其鱒

雪
像
（
一
般
作
晶
）
審
査
結
果

　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　露　　　　　　　　　　（1　　　　　　　　　驚　　　　　　　　さ
　　　　　　讐
　　　　　の　　　　員　　　奪　　審　像雪

本郷功次郎さん

（態謙刑事役）

ズパート

ラ、ブ

奪
糞
幣
明
く

●

　
テ
レ
ビ
朝
日
の
人
気
番
組
「
特
捜

最
前
線
」
の
十
日
町
ロ
ケ
で
訪
れ
た

本
郷
功
次
郎
さ
ん
に
カ
ー
ニ
バ
ル
会

場
で
取
材
。
「
素
晴
ら
し
い
の
ひ
と
一
一
鳶

冬
の
花
火
の
美
し
さ
…
…
そ
の
勿
体

ぶ
ら
な
い
と
こ
ろ
が
良
く
、
江
戸
っ

子
気
質
に
も
似
て
い
る
。
こ
の
カ
ー

ニ
バ
ル
を
一
晩
で
終
ら
せ
る
の
が
惜

し
い
一
と
隣
り
の
夏
夕
介
さ
ん
と
と

も
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
（
十
日
町
の

ロ
ケ
分
は
、
三
月
二
十
三
日
に
放
映
）

　
　
　
　
　
　
　
　
響
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
万

　
　
　
　
　
　
　
　
難
　
美
N
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
本
番
よ
り
一
日
早
い
十
一
日
、
テ

レ
ビ
新
潟
の
「
ズ
ー
ム
イ
ン
・
朝
」

で
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
の
準
備
風
景
が

全
国
放
映
、
担
当
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

小
林
美
樹
さ
ん
は
「
昨
年
も
十
日
町

に
き
て
カ
ー
ニ
バ
ル
を
み
ま
し
た
。

街
の
中
を
歩
く
と
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
ほ
ん
と
に
一
人
一
人
雪
ま
つ
り

に
携
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
熱
意
が
伝

わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。
手
づ
く
り
の

雪
ま
つ
り
だ
な
あ
、
と
実
感
し
ま
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

猷
稀
雄
矯

晴
警
殉

田
晒
．
一
、

白
什
物

　
約
六
万
人
近
い
入
場
者
で
埋
ま
っ

た
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
。
例
年
、
そ
の

警
備
は
大
変
な
も
の
で
す
。
加
え
て

今
年
は
吹
雪
の
中
、
容
易
で
な
い
警

備
を
終
え
て
十
日
町
警
察
署
の
白
田

さ
ん
は
「
県
警
か
ら
百
五
十
三
名
、

管
内
の
者
を
加
え
て
二
百
二
十
名
で

警
備
し
た
が
、
全
然
ト
ラ
ブ
ル
も
無

し
。
消
防
署
な
ど
と
の
連
携
、
協
力

体
制
も
万
全
だ
っ
た
の
で
、
完
全
に

決
ま
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
凶
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あ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
と

白
い
愛
の
祭
典
を
色
艶
や
か
に
彩
っ
た
女
性
た
ち

　
よ
う
こ
そ
雪
と
き
も
の
の
街
へ
1

今
年
も
白
い
愛
の
祭
典
を
華
や
か
に

彩
る
女
性
た
ち
が
、
県
内
外
よ
り
十

日
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
雪
の
上
に
咲

い
た
可
隣
な
花
を
思
わ
せ
る
ミ
ス
札

幌
・
全
日
本
き
も
の
の
女
王
・
新
潟

県
準
き
も
の
の
女
王
・
ミ
ス
新
潟
博

そ
し
て
地
元
の
ミ
ス
雪
ま
つ
り
の
彼

女
た
ち
。
各
広
場
や
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
は
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

きました。」

■樋熊美千代さん（中

灘

欝

難
欝

灘
灘
鑛
簾

懸
講
　
鐵

　難

欝

盤

本当にたぬきの肉なんですか？」とたぬき

汁に舌づっみをうつミス札幌の山本朱美

　さん（左）と佐藤みすずさん（右）「市

＼民灘醤こ騨羨・・ワ

醐
灘
．
．
適
　

￥
畦
、

が

．
曝

徽

態
嶺

継

瀬

雪上茶室くコミュニテイ広場）

　全日本きものの女王羽賀桜子さん（右）

新潟県準きものの女王野上雅代さん（中）

山田真弓さん（左）の3人。降りしきる雪

　の中に、あでやかな着物姿が一段と映

＼えていました。　　　　　　　　　ノ

き嚇のの妊（霧繍

（色紙は市を通じて、皆さんに配布されました。）

　
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部
青
年
部

会
（
小
林
永
十
会
長
）
で
は
、
昨
年

に
続
い
て
今
年
も
、
雪
上
力
ー
ニ
バ

ル
に
身
障
者
を
招
待
。
今
回
は
、
中

学
校
の
特
殊
学
級
の
人
達
を
加
え
、

総
勢
八
十
一
名
の
皆
さ
ん
が
、
降
り

し
き
る
雪
を
忘
れ
て
、
舞
台
に
く
り

広
げ
ら
れ
る
シ
ョ
ー
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
同
部
会
で
は
、
出
演

者
の
サ
イ
ン
入
り
色
紙
を
招
待
し
た

人
た
ち
に
渡
す
な
ど
、
舞
台
づ
く
り

と
平
行
し
て
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
称
賛
の
声
が
し
き
り
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　撮　　　　　　　　　　　　　　　　広
　　　　　　　　　　　　　　　誘
　　　　　　　　　　　　　　豫　　　　　　　　　　　　　マ嚇
　　　　　　　　　　　　醤
　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　憂　　　　　　　　　辺（・　　　　　　　ど‘　　　　　碗　　　　民箸　　中縄織　　！

腹
話
術
鑑
鎌
灘
入
形

　
　
　
　
　
実
演
会

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
ア
イ

バ
ン
ク
推
進
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
米

粒
芸
範
桜
井
三
雲
氏
を
ま
ね
い
て
実

演
会
を
開
き
ま
し
た
。
米
粒
に
字
を

書
き
続
け
て
二
十
七
年
と
い
う
桜
井

さ
ん
の
最
高
記
録
は
、
米
一
粒
に
イ

ロ
ハ
四
十
八
文
字
を
三
回
、
百
四
十

四
字
書
い
た
こ
と
。

　
た
い
へ
ん
眼
が
よ
く
、
ア
イ
バ
ン

ク
が
で
き
た
と
き
、
ま
ず
一
番
に
登

録
し
た
ほ
ど
で
、
少
し
で
も
確
率
が

高
く
な
る
よ
う
、
多
く
の
人
が
登
録

し
て
欲
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪

「織協理事長賞“妻有の民話シリーズ・パート4、」

袋
青
会
が
・

チ
≧
コ
縫
遜
穫
活
〃

　
袋
青
会
（
袋
町
中
区
の
青
年
会
）

で
は
、
何
ら
か
の
形
で
雪
ま
つ
り
に

参
加
し
よ
う
と
チ
ン
コ
ロ
を
裂
作
し
、

十
高
前
で
販
売
し
ま
し
た
。
同
会
の

関
口
誠
一
さ
ん
は
「
昔
つ
く
っ
て
い

た
人
を
手
本
に
一
週
間
で
七
種
類
、

千
個
つ
く
り
ま
し
た
。
み
ん
な
自
主

的
に
で
て
き
て
く
れ
て
、
コ
タ
ツ
を

囲
ん
で
な
ご
や
か
な
ふ
ん
囲
気
で
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
み
ん
な
売
れ
そ

う
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

囎
．
多

街
で
ひ
ろ
つ
た
声

　
　
　
　
汰
島
　
愛
さ
ん
（
横
浜
）

　
　
　
　
三
田
稲
子
さ
ん
（
横
浜
）

「
子
傑
に
拳
・
も
か
か
ら
な
く
な
り
、

よ
う
や
く
三
十
年
来
の
夢
が
か
な
い

十
旧
町
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

素
瞬
し
い
カ
ー
ニ
バ
ル
で
し
た
よ
」

　
　
　
福
島
た
か
子
さ
ん
（
埼
玉
）

「
三
月
に
十
日
町
出
身
の
彼
と
結
婚

じ
ま
す
。
雲
ま
つ
り
は
初
め
て
来
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

し
た
、
着
物
シ
ョ
ー
を
見
て
い
る
と

自
分
で
も
着
て
み
た
く
な
り
ま
す
ね
」

購i閥陥
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水
田
利
用
再
編
対
策
で
は
、
農
家

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
関
係
機
関

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
目
標
配
分
面

積
を
上
廻
る
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
は
、
水
田
利
用

再
編
第
二
期
対
策
の
最
終
年
度
に
あ

た
り
ま
す
。

　
国
で
は
三
年
連
続
の
不
作
か
ら
、

転
作
目
標
面
積
を
変
更
し
、
第
二
期

中
の
転
作
目
標
面
積
六
十
七
万
七
千

診
か
ら
七
万
七
千
診
軽
減
し
、
六
十

万
診
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
内
容

か
ら
み
れ
ば
、
若
干
軽
減
さ
れ
た

．
『
一
、
＼
、
、
魁
覧

も
の
の
ま
だ
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
下
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
県
は
市
に
対
し
て

昨
年
十
二
月
二
十
日
、
五
十
八
年
度

の
転
作
目
標
面
標
二
百
四
十
八
・
六

診
（
前
年
比
九
・
三
新
減
）
、
事
前

売
渡
申
込
限
度
数
量
十
万
三
千
六
百

四
十
俵
（
前
年
比
一
・
八
暫
増
）
の

割
当
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
割
当
て

に
伴
い
、
市
で
は
二
月
三
日
「
十
日

町
市
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
協
議

会
」
を
開
き
、
五
十
八
年
度
の
基
本
方

針
や
配
分
方
法
を
決
定
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
及
び

　
　
　
　
配
分
方
法

　
転
作
面
積
の
配
分
は
、
昨
年
と
同

じ
く
、
水
田
経
営
面
積
だ
け
を
対
象

と
し
た
配
分
方
法
に
な
り
ま
す
。

　
転
作
目
標
配
分
面
積
対
象
者
は
、

米
を
出
荷
し
な
い
農
家
を
含
め
、
「
原

則
と
し
て
十
誓
以
上
の
水
田
経
営
農

家
で
す
一
配
分
方
法
に
つ
い
て
は
、

五
十
七
年
度
の
配
分
方
法
に
、
さ
ら

転作目標面積

口口口口目口口『
水田再編に関す1
　　　　　　　麺
るお間い合せは1
農林課農業振興係l
　　　　　　　o
麿7－3111番1
　　内線262・263　1

＿＿＿＿＿＿＿■

『
壺
口
o
口
o
o
o
』

に
畦
畔
を
考
慮
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量

の
配
分
は
、
五
十
七
年
度
と
同
様
に
、

予
約
申
込
方
式
と
し
ま
す
。

　
転
作
に
あ
た
っ
て
は
、
部
落
ぐ
る

み
の
話
し
あ
い
に
よ
っ
て
、
集
団
転

作
を
推
進
し
、
第
三
期
対
策
へ
の
対

応
を
考
え
た
な
か
で
、
管
理
転
作
や

青
刈
り
稲
を
収
益
性
の
高
い
他
の
作

目
に
転
換
す
る
と
と
も
に
、
転
作
内

容
の
質
的
向
上
と
そ
の
定
着
化
に
努

力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

項目

国
県
市

第2期中の

目標面積

（56～58）

　（A）

57年度軽減

　（B）

57年度の転作

目標面積

（C）ニ（A）一（B）

58年度軽減分

　　（D）

5簿度の転作

目標面積

1蝋cHpl

全国

　　　ha

677，000

　　　　ha

△46，000

　　　ha

631，000

　　　　ha

△31，000

　　　擁

6GO，000

新潟県 25，030 △　830 24，200 △3，050 21，1舗

十日町市 297．2 △　　23．0 274．3 △　　25，7 248．6

酉
鐙
雛
羅
鞭
幽
し
方

基
準
面
積
の
算
出

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
水
田
経
営
面

積
台
帳
を
基
に
し
て
、
五
十
七
年
十

月
に
調
査
し
た
水
田
経
営
面
積
の
変

更
調
査
面
積
、
一
月
一
日
現
在
の
農

業
委
員
会
の
農
地
法
に
基
づ
く
小
作

契
約
及
び
農
用
地
利
用
増
進
法
に
基

づ
く
小
作
契
約
、
土
地
改
良
の
一
時

利
用
地
、
市
県
な
ど
の
公
共
事
業
な

ど
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
た
面
積
を
加

除
し
て
基
準
面
積
と
し
ま
す
。

転
作
目
標
配
分

　
　
基
礎
面
積
の
算
出

　
基
準
面
積
を
基
に
し
て
畦
畔
（
率
）

と
飯
米
分
（
四
人
家
族
ま
で
十
岬
、
。

事前売渡申込限度数量

五
人
目
か
ら
一
人
に
つ
き
二
・
五
岬
旨

を
加
算
）
を
控
除
し
、
転
作
配
分
の

基
礎
面
積
と
し
ま
す
。

　
　
畦
畔
の
考
え
方

　
転
作
実
施
水
田
の
面
積
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
も
畦
畔
の
面
積
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
転
作
計
画
書
の

提
出
や
、
転
作
実
施
水
田
の
面
積
を

出
す
場
合
は
、
次
の
こ
と
を
再
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
O
、
一
筆
ま
た
は
一
枚
田
単
位
と

し
て
転
作
す
る
場
合
、
土
地
台
帳
面

積
で
な
く
水
張
面
積
と
し
ま
す
。

　
口
、
一
枚
田
の
一
部
を
転
作
す
る

場
合
も
従
来
同
様
、
水
張
面
積
と
な

り
ま
す
。

項目

国
県
市

5癬産米事

繭売渡申込

隈度数量

　（A〉

第2期中事

前売渡申込

限度数量

　（B）

増加数量

（C）＝（AHB）

参　　　考

57年産米事

前売渡申込

限度数量

　（D）

（AHD）

全国

　　　トン

7，750．0

　　　トン

7，350．0

　　トン

400．O

　　　トン

7，604．O

　　トン

146

新潟県

　　レン

605．8

　　トン

585．6

　トン

20．2

　　トン

590．3

　トン

15．5

十日町市

　　　俵

103，640

　　　俵

99，706

　　俵

3，934

　　　俵

101，737

　　俵

1，903



（5）1””川1”lll”1。o”とお』が夢36」田5だ・』踵lll””””””III””lll”III”””“ll“”llml”lml川”1”唇””””“””””“1”“””1川”II”ll“1”lllll”””lllgl““”9””昭和58年2月25日

㊦
第
一

一
期
計
画
区
域
工
事
に
着
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
五
十
八
年
度
か
ら
5

　
下
水
道
事
業
は
今
年
五
月
一
日
、

第
一
期
計
画
区
域
（
一
部
を
除
く
）

の
供
用
開
始
を
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
引
き
続
き
第
二
期
計
画
区

域
（
川
治
川
か
ら
田
川
の
地
域
で
国

鉄
飯
山
線
か
ら
西
側
の
百
四
十
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
．

　
第
二
期
計
画
区
域
は
、
主
十
八
年

二
月
に
建
設
大
臣
か
ら
事
業
認
可
を

受
け
五
十
八
年
四
月
、
管
渠
埋
設
工

事
を
始
め
、
六
十
四
年
度
ま
で
の
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

　
　
　
　
　
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
泥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
．
．
．
町

　
　
　
　
式
汚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黍
　
歳

　
　
　
　
　
性
　
域
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
　
冷

　
　
　
　
流
活
　
区
幹

域
魚
蝦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

区
式
式
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

画
欝
凡
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士

計
★
★

期
餐
き

二
鱗
雛

第道　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊

水　　
　
　
　
　
　
　
絨
　
　
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
区
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
肺

下
　
　
　
　
　
　
　
　
面
協
σ
0
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
討
繊
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
9
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
期

　
　
　
　
　
　
　
　
－
犠
ロ
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
媒

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
　
賠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
計
計

力
年
計
画
で
工
事
を
進
め
、
人
口
七

千
百
人
、
約
千
七
百
世
帯
が
第
二
期

下
水
道
計
画
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

　
下
水
道
の
工
事
は
、
認
可
区
域
の

中
で
処
理
場
ま
で
の
幹
線
と
な
る
汚

水
管
を
埋
設
し
て
、
こ
れ
に
枝
線
を

随
次
接
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
二
期
計
画
区
域
内
に
は
、
こ
れ

川
、
騨
敵
亀

駐鎌
　
　
町

　
　
　
鐙

　
　
　
桑鮮箒

　　犠

　　纏

　
　
　
　
　
　
　
山

町
　
　
　
　
　
　
　
高

錦　
　
　
　
　
十
日
町
実
業
高
校

　
　
町
　
　
　
●

　
　
日

　
　
春

〃
．
．
．
、

穴繭　　　　　　丸山町

　西本町　　　　干代田町　欄

爵．、．r》

，、〃11

　
か
ら
管
渠
の
埋
設
工
事
等
の
た
め
大

　
型
機
械
や
ダ
ン
プ
、
ト
ラ
ッ
ク
等
が

　
出
入
り
し
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、

　
工
事
現
場
内
に
は
絶
対
に
立
入
ら
な

　
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
下
水
道
事
業
は
家
庭
や
事
業
所
と

　
直
結
し
巨
額
の
事
業
費
を
必
要
と
し

　
ま
す
。

　
　
　
「
み
な
さ
ん
の
手
で
公
共
下
水
道

　
の
建
設
を
」
と
い
う
連
帯
意
識
こ
そ

　
大
き
な
力
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
す

　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
◎

ハ
製

　
　
　
最

域　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
／

　
　
　
　
　
ぺ

　
　
人
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
濃

顧
㎏
o
o
5
0

欝
43
1
’
峨

　
　
　
　
　
　
　
　
信
／

　
1
　
　
7
ノ
　
ー

期
　
積
口
量

2
　
人
水

第
　
　
　
溝

　
　
画
薗

　
面
計
計

下川原町

　
　
　
ヨ

級
．

偽
禁
竃
硫

ζ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
清
潔
な
環
境
は
私
達
市
民
の
誇
り

で
す
。
文
化
都
市
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
ま
た
未
来
へ
の
か
け
が
え
の
な

い
財
産
と
し
て
、
こ
の
下
水
道
事
業

の
建
設
に
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

三
月
下
旬
に

　
　
　
町
内
説
明
会
を

　
第
二
期
計
画
区
域
内
の
み
な
さ
ん

を
対
象
に
下
水
道
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
町
内
ご
と
に
次
の
と
お
り
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

　
時
間
は
い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
七

時
～
九
時
で
す
。

期
　
　
目

会
場
名

対
　
象
　
区
　
域

三
月
二
十
五
日

　
　
（
金
）

保
健
セ
ン
タ
i

高
田
町
三
r
目
東
、
高
田
町

三
丁
目
西
、
高
田
町
三
丁
目

南
、
丸
山
町

西
部
会
館

稲
荷
町
三
丁
目
本
通
り
、
稲

荷
町
三
丁
目
南
、
稲
荷
町
三

丁
目
北
、
稲
荷
町
四
丁
目
、

稲
荷
町
西

三
月
二
十
六
日

　
　
（
土
）

島
公
民
館
島

保
健
セ
ン
タ
ー

錦
町
一
丁
目
、
錦
町
二
丁
目

美
雪
町
一
丁
目
、
美
雪
町
二

丁
目
、
美
雪
町
三
丁
目
、
桜

木
町
、
河
内
町

三
月
二
十
八
日

　
　
（
月
）

共
栄
会
館

高
山
第
二
、
高
山
第
三
、
高

山
第
四

天
理
教

中
魚
沼
分
教
会

春
日
町
一
丁
目
、
春
目
町
二

丁
目
、
春
日
町
三
丁
目

三
月
二
十
九
日

　
　
（
火
）

天
理
教

中
魚
沼
分
教
会

高
田
町
四
丁
目
、
高
田
町
五

丁
目
、
高
田
町
六
丁
目

西
部
会
館

西
本
町
一
丁
目
、
西
本
町
二

丁
目
、
千
代
田
町
、
八
幡
田

町
、
下
川
原
町

※
該
当
日
に
ご
都
合
の
悪
い
方
は
最
寄
り
の
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

方り配分のや
一58年度水田再編一

　3月下旬に開催予定の農事連絡員会議で、右記の方法で算出

した転作目標面積をお願いいたします。原則として個人配分を

しませんので、農事連絡員さんを中心として部落内調整をお願

いします。なお、参考資料として個人別明細書を一緒にお渡し

します。

うるち米・もち米別内訳

　　　　　　　限度数量内訳区分

年度別

事前売渡申込限度数量

計
内　　　訳

うるち米 もち米

十
日
町
市

58年産米事前売渡申込限度数量
　　　俵
103，640
　　俵
95，152

　　俵
8，488

57年産米事前売渡申込限度数量 101，737 94，281 7，456

58年産米事前売渡申込限度
増加数量

1，903 871 1，032

市議会の動き

第1回
臨時会開催

市
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
、
一
月

十
八
日
招
集
さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
臨
時
会
で
は
、
　
「
十
日
町
市

人
及
び
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

上
程
さ
れ
、
社
会
経
済
常
任
委
員

に
付
託
、
審
査
の
結
果
、
本
会
議

お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
内
容
は
、
重
度
心
身
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頴

者
医
療
費
助
成
対
象
者
に
つ
い
て
、

六
十
五
歳
以
上
に
な
っ
た
人
の
う
ち

六
十
四
歳
以
前
に
お
い
て
、
対
象
者

と
し
て
認
定
を
受
け
た
人
も
、
含
ま

れ
る
も
の
。

　
気
軽
に
議
会
を

　
　
　
傍
聴
し
ま
し
よ
う

　
私
た
ち
の
市
を
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、
議
会
の

活
動
状
況
を
知
る
こ
と
は
大
切
で
す
．

　
そ
の
た
め
に
も
、
議
会
を
傍
聴
し

ま
し
ょ
う
．
各
議
員
の
熱
心
な
審
議

の
様
子
を
、
一
望
す
る
，
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
五
十
八
年
第
一
回
定
例
会
は
、
三

月
三
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

謂
舅

！
肖
＝
当
購源、

隙
糞
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　地方自治法第243条の3の規定に基づく　「十日町市財

政事情の作成及び公表に関する条例」の定めるところに

より、昭和57年12月31日現在の財政事情を公表します。

　　　昭和58年2月1日
　　　　　　　　　　　　＋日町市長諸里正典

歳
出
一
〇
三
億
八
、
五
九
一
万
円

＝麟　雛　　・　酵　　　　　艦　　　　願　　　　莚　　　（単位万円）

歳
入
岬
〇
三
億
八
、
五
九
顔
万
円

教　育　　費　216，837　21．O％

・地方交付税　　285，250　27．4％

土　木　　費　202，477　19，5％

市　　　　税　　257，164　24．8％

民　生　　費　182，076　17．5％

国庫支出金　　156，010　15．O％
商　工　　費　　88，603　8．5％

公　債　　費　　82，067　7．9％

市　　　債　123，95011．9％
衛　生　費　　60，312　5．8％

農林水産業費　　52，327　5．0％ 諸　　収　　入　　64，296　6．2％

そ　の　他　153，89214．8％
県支出金　　62，908　6，1％

繰　　越　　金　　　13，521　1．3％

そ　の　他　　75，492　7・3％

49，457人
　　12，140世帯

税　　　　　　目 税　額 構成比 市民1人あたり 1世帯あたり

市　　　民　　　税 　　万円102，872
　’％
45．5 　　円20，801 　円84，738

固　定　資　産　税 89，367
も
3
9
．
6 18，070 73，614

軽　自　動　車　税 2，555 1．1 516 2，104

市町村たばこ消費税 13，693 6．1 2，769 11，280

電　　　気　　　税 9，182 4．1 1，856 7，563

木　材　引　取　税
一 一 一 一

都　市　計　画　税 8，071 3．6 1，632 6，648

特別土地保有税 57 一 11 47

計 225，797 100．O 45，655 185，994

）％％
6
　
n
∠

65

68
率
率
入
行

収
執
（

七
〇
億

八
、
七
六
二
万
円

支
出
済
額

六
八
億

　
八
五
三
万
円

収
入
済
額

一
〇
三
億
八
、
五
九
｝
万
円

＋
二
月
末
予
算

一
〇
二
億
二
、
㎜
○
○
万
円

当
初
予
算

（単位万円）

斧
人　件　費
　　183，12Q

　　17．7％

韓

華

砺

　
　
　
費
8
6
％

　
　
　
　
ヲ
　

　
　
　
助
27乞

　
　
　
扶
1
1
箋
％

　
　
　
　
　
　
費
4
1

　
　
　
　
　
　
助
94
軌

　
　
　
・
　
　
補

　
　
　
■

　
　
o
，
　
硬
①
べ
り
。
譲

　
　
　
．
．
　
　
贈
趣
府

　
　
　
　
　
寧
u

費
2
　
％
　
遭
峰
歩

設
9
7
％
費
節
　
も
養
轡

鷺
騨
華
．
緊

　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
π

経
費
騨
％

魯
経
。
簿
膨

　
費
m
％

　
件
，
6

　
物
8
9
絃

　
　
一
・
O

　
　
。
＝

維持補修費

24，2572．3％

（単位万円）

　　　　　　　　　　教　育

　　　　　　　　　　205，530
土　木
　　　　　　　　，．　　31．4％
276，816　　　　　　　‘＝

42．2％　・＝旧
　　　　　　　　50

轟撃羅、藷
ヤ農林8，9981．4％

　総務　2，4980．4％

災害債　18，609　2．8％

責
0欄
筋

辺
4
7
7

減
収
財
政
対
策

そ
の
勉

40477　　　　▼　　’　　　　17，336
6・2％　2．7％

二
、
〇
五
四
　
〇
二
一
％

積
立
金
・
出
資
金
・
予
備
費

（単位万円）

会　計　名 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 196，742 129，719 122，658

簡易水道 30，924 11，103 21，338

診　　療　　所 2，306 849 1，655

下　・水　　道 302，464 115，503 204，634

老　人保健 11，623
一 一

計 544，059 257，174 350，285

土　　　　地 12，219，685m2

建　　　物 134，551m2

基金積立金 5億1，576万円

一時借入金 9億5，000万円



（7』””1””1”””II”と・お・ガ夢36」田ら1だ・」阪1”””ll”1””1”1””1”””””””lll”川”””””””O”“””1”1””””IIll“II”1””ll”lll””””lll“1”””1”””1””“昭和58年2月25日

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
い
つ
ど

こ
で
あ
な
た
や
ご
家
族
の
身
に
ふ
り

か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
一
日
一
円

の
安
い
掛
金
で
お
互
い
が
助
け
合
う

た
め
の
交
通
災
害
共
済
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
市
で
は
現
在
昭
和
五
十
八
年
度
の

加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在

加
入
し
て
い
る
人
も
、
共
済
期
間
が

三
月
三
十
一
日
で
終
わ
り
ま
す
の
で
、

ひ
き
続
き
加
入
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た

老
人
や
子
供
の
事
故
が
た
い
へ
ん
ふ

え
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
全
員
で
加

入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
．

囹
加
入
資
格
　
共
済
期
間
に
市
内
に

住
所
の
あ
る
人
（
期
間
途
中
で
転
出

し
て
も
会
員
の
資
格
は
失
い
ま
せ
ん
）

囹
会
費
（
掛
金
）
　
　
一
人
年
額
三
百

五
十
円
（
途
中
加
入
の
場
合
も
同
額
）

囹
共
済
期
間
　
四
月
一
日
～
昭
和
五

十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

囹
加
入
申
込
み
方
法
　
加
入
申
込
書

を
嘱
託
員
さ
ん
に
配
付
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
加
入
希
望
者
は
申
込
書
に

会
費
（
三
百
五
十
円
×
人
数
分
）
を

添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
（
加

入
申
込
書
に
は
家
族
全
員
の
氏
名
が

記
入
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
転
出
、

死
亡
等
が
あ
っ
た
場
合
は
削
除
し
、

転
入
、
出
生
等
が
あ
っ
た
場
合
は
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
強
制
加
入
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
加
入
し
な
い
人

の
名
前
は
消
し
て
く
だ
さ
い
）

囹
加
入
申
込
み
期
間
　
三
月
一
目
か

ら
い
つ
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
が
、

共
済
期
間
が
四
月
一
日
か
ら
の
た
め
、

三
月
三
十
｝
日
ま
で
に
申
込
み
（
会

費
納
入
）
し
て
く
だ
さ
い
。

囹
加
入
申
込
み
先
　
各
町
内
の
市
政

事
務
嘱
託
員
さ
ん

囹
会
員
証
の
交
付
　
会
費
領
収
事
務

手
続
き
が
す
み
し
だ
い
、
会
員
証
を

作
成
し
、
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
六

月
頃
お
届
け
し
ま
す
。

囹
見
舞
金
の
請
求
手
続
き
　
書
類
は

市
役
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
生

活
課
環
境
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

囹
見
舞
金
の
請
求
期
間
　
交
通
事
故

に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内

囹
見
舞
金
の
額
　
死
亡
の
場
合
の
百

万
円
を
最
高
に
、
治
療
の
程
度
に
よ

り
九
等
級
（
治
療
し
た
日
が
七
日
以

所
得
税

上
）
の
二
万
円
ま
で
あ
り
ま
す
。

囹
見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
事
故

　
ω
歩
行
中
、
車
輔
に
は
ね
ら
れ
た

り
ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
　
ω
自
動

車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の
運
行
中

の
人
身
事
故
（
事
故
証
明
書
の
で
な

い
自
損
事
故
も
対
象
）

囹
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合

　
O
D
無
免
許
、
飲
酒
（
酒
気
お
び
）

無
ぼ
う
運
転
に
お
け
る
運
転
者
及
び

同
乗
者
　
ω
加
入
者
ま
た
は
見
舞
金

受
取
人
に
な
る
人
の
故
意
ま
た
は
重

・
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

　　市農協が

　　　動物着ぐるみなどを寄付

　去る2月17日、十目町市農業協同組合の樋

口組合長が市役所を訪ずれ、交通事故対策の

拡充強化に役立ててほしいと動物着ぐるみ

（ライオン1着、うさぎ1着）、携帯型無線

機、マイク、スピーカー2個、街路照明灯を

市に寄付しました。

　
昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税
、
贈

与
税
の
申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み

で
し
よ
う
か
。
申
告
と
納
税
の
期
限

は
、
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
で
す
。

必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
を
し
な

か
っ
た
り
、
正
し
く
な
い
申
告
を
し

た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
税
額

の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
た
は
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
た
よ
う

く

状況　（単位万円

大
な
過
失
に
ょ
る
場
合
嫡
天
災
蕩
羅

購
露
経
雛
鍵
槻

縷
に
通
．
た
－
数
が
七
－
未
満
響

の
欝
市
●
市
民
生
活
繋
境
係
郷
会

醤
奮
、
わ
、
せ
、
纏
二
五
）
鐡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

な
場
§
普
通
よ
り
重
い
加
算
臓
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z

税
が
課
さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
は
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

や
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
参
考
に
し
て
、
自
分
で
正
し

く
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
は
、
お
気

軽
に
税
務
署
・
税
務
相
談
室
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
中
は
、
県

・
市
町
村
や
税
理
土
会
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
禄

　
　
　
　
嚇
∵
ヒ
み
）
黙

　
　
　
　
獅
．
．
過
，
・
脚

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
八
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
　
諸
里
正
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
万
　
　
　
市
8
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
戦
　
　
町
㍑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
（
　
　
相
3
娼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
損
　
　
　
愚
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
　
　
　
　
　
　
2
万

予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 62，462 46，215 73．0％ 46，822 74．0％

総合福祉セン

ター特別会計 1，978 2，080 105．2％ 843 42．6％

と畜場事業

特別会計 3，526 3，207 91．0％ 1，785 50．6％

計 67，966 51，502 75．8％ 49，450 72．8％

翻鱒＞

建物14，731㎡

　
　
村
土

円
町
借

万
　
市

0
　
在
り

1
　
所
よ

金
債
　
地

　
社
基
公
　
土

その他1温泉利用権

市町村

目的（事業名） 金額

消防庁舎建設事業 8，731

消防施設整備事業 430

総合福祉センター
建　設　事　業

3，158

と畜場整備事業 13，725

計 26，044

中里村
7，319
11．8％

総
億

　
　
6

r
7
％

出
4
2

南
ゆ
4

津
1
5
2

川西町
9，600

15．4％

難
鰯
灘
麟
難
灘
臨
難
難
饗

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
十
日
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
八
年
二
月
一
目

　
　
　
　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
管
理
者
十
日
町
市
長
　
諸
里
正
典

況状行執算予

）％％
8
Q
ゾ

69
嗣
率
率
入
行
収
執
〆
k

二
億
六
、
五
六
九
万
円

額済出支

二
億
八
、
五
八
八
万
円

額済入収

四
億
九
五
一
万
円

額算予

組合債の状況

ごみ処理施設 9，403万円

し尿処理施設 3億　262万円

埋立処分地施設 860万円

清掃運搬施設 985万円

計 4億1，510万円

騰1麗欝ll側
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　　　　市民体育館（盈7－5208番）

3月の主なスポーツ行事

学
校

　
社
会
体
育
の
普
及
・
振
興
の
た
め

市
内
の
小
中
学
校
の
施
設
を
学
校
教

育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
放
校
　
十
日
町
中
、
南
中
、
中
条

中
、
下
条
中
、
十
日
町
小
、
西
小
、

東
小
、
中
条
小
、
吉
田
小
、
鐙
島
小
、

飛
渡
第
一
小
、
六
箇
小
、
八
箇
小
、

東
下
組
小
、
馬
場
小
、
川
治
小
、
水

沢
小
、
名
ケ
山
小
、
野
中
小
。 施

設
を
開
放

利
用
申
込
み
は
三
月
五
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
※
下
条
中
、
名
ケ
山
小
　
野
中
小

が
新
規
開
放
校
で
す
。

利
用
者
　
原
則
と
し
て
市
内
在
住
か

勤
務
す
る
人
が
十
人
以
上
の
団
体
で

責
任
者
が
明
確
な
場
合
で
す
。

申
込
み
方
法
　
利
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
所
定
の
申
込
書
を
三
月
五
日

（
土
）
ま
で
に
、
市
教
育
委
員
会
体

育
課
（
智
七
⊥
一
二
一
一
番
内
線
二

七
五
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

期冒 曜日 大会　・行事 会　場 主　　催

％ 日
第1園バスケットボール

春季ll一グ戦大会開始
市民体育簸ほか バスケットボー亥レ協会

．．器めな

　市教養
　市民伺

％ 日 基礎スキーバッヂテスト 市民スキー場 スキー協会

仏“工つ

く開放内容〉
％
・
％

月 初心者スキー実技講習会 市民スキー場 教育委員会

％ 日 基礎スキ・一バッヂテスト 市民スキー場 スキークラブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

屋
内
運
動
場

開
放
場
所

脇 臼 十日町オープン
市民バドミントン大会

市民体育館 バドミントン協会

　五
十月
月か
まら
で

平
日

休
日
、
休
業
日

開
放
す
る
日

％ 月
第3園ジュニアカップスキー大会

〈ノルディックスキー〉
吉田中学校周辺

スキー愛好会

スキー協会

ス会一＿日会し体親
キ場時月時L　て力し市
場歩圭あ三蒔マ稽　　初

男樺言盤裂籍　　心
oキ　。間日　ま者仲基会

型　両バ鍔麓　　者
ぺ十　　日一　　　1　く術　’

賜　解裂勲実ス
纏　甜　馨鱒。1技キ

放通時
しり間
ま各は
す学定
o校め
のて
判い
断ま

でせ
自ん

主が
的’
に従
開来

午
後
六
時
～
午
後
九
時

午
前
九
時
～
午
後
五
時

開
放
時
間

く開放内容〉

鮮ひ礁◆礁◆継◆継◆礁◆礁◆撒◆“◆槽ひ“◆ψひ継◆礁◆継ひ砂◆継◆継◆鞭◆龍◆鞭◆槽◆事

1　基礎スキー技能検定（バッジテスト）実施　　1
◆　　十日町スキー協会とスキークラブでは、次の日程で技能検定（バッジテス　◆

1ト）を行います・　　　　　　　　　　　　　　1
毒　期日　3月6日（日）、20日（日）場所　十日町市民スキー場　　　　　　　　　　毒
1日程受付け＿9時3。分一検定開始＿1。時一資格どなたでも　　1
亨　申込み　当日現地で行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆

1　検定料　1級（2，000円）～5級（500円）。合格者にはこのほか公認料が必　‘

1要です・　　　　　　　　　　　　一　、1≒　　詳細は、スキー協会蕪木義男（智7－0097番）、スキークフブ本間侃　も
1　（智7－2493番）へ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
伝卿，◆輔，．◆．“ひ贈◆ψひ贈・ひ鞭・φ・継◆・鞭・φ・礁φ一ψ◆卿1◆“φ・鞭◆贈・φ・・Il611◆・卿1・◆撒φ・・Il。1ゆ輔φ・購ひ鞭◆ふ

初
心
者
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
実
技
講
習
会
開
催

　　出稼農業者東京集会開催
　2月20日、第4回出稼農業者東京集会が、東京

都新宿区の家の光会館で開催されました。

　この集会には、出稼者50名と地元から諸里市長、

樋口農協組合長、遠田農業委員会会長などが出席

し、58年度予算や地域農政について話しをしたあ

と、出稼者からは体験発表や意見交換などが行わ

れ、なごやかな1日を過ごしました。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
キ
ー
に

親
し
み
な
が
ら
基
本
技
術
を
習
得
し
、

体
力
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
　
「
初
心
者
ス
キ
ー
実
技
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
三
月
七
日
（
月
）
、
十
四
日

（
月
）
の
二
日
間
、
両
日
と
も
午
後

一
時
～
三
時
半
。

会
場
　
歩
く
ス
キ
i
…
十
日
町
市
民

ス
キ
ー
場
周
辺
。
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

第
一
回

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

日
程
　
三
月
六
日
～
五
月
上
旬

　
　
　
（
原
則
と
し
て
日
曜
祭
日
）

会
場
　
市
民
体
育
館
ほ
か
。

種
目
　
一
般
男
子
、
一
般
女
子
。

　
　
　
※
高
校
生
チ
ー
ム
を
含
む
。

参
加
料
　
三
千
五
百
円
（
高
校
生
は

　
　
　
　
無
料
）

申
込
先
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局
、
市
役
所
水
道
局
山
田
（
盈

七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二
四
七
）
へ
。

代
表
者
会
議
　
三
月
二
日
（
水
）
午

　
後
七
時
～
川
治
地
区
公
民
館
。

…
十
日
町
市
民
ス
キ
i
場
。

講
師
　
市
体
育
指
導
委
員
、
市
体
育

課
職
員

　
～
基
本
技
術
か
ら
発
展
技
術
へ
～

集
合
場
所
　
市
民
ス
キ
ー
場
ス
キ
ー

　
ハ
ウ
ス
（
一
時
集
合
）

申
込
み
　
三
月
五
日
（
土
）
ま
で
に

体
育
課
ス
キ
ー
講
習
係
へ
（
当
日
会

場
で
も
受
付
け
ま
す
）

参
加
料
　
無
料
。

言3＊辱

HI

　スノートピアマーク制定

　市では．このほどスノートピアマーク

を制定しました。

　このマークは￥雪国の楽園をつくろう

というスノートピア構想を先取りしたも

ので＼テザインは鈴木蘭さんによるもの

です。

　雪まつりシンボルマークや克雪シンボ

ルマークと同様￥新商品の開発にこのマ

ークの活用はいかがでしょうか。
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市民大学講座へ

あなたもどうぞ”

、軸繍、，繍1糊糊

従来の米・塩中心の食生活から

欧米をモデルにした食生活に変わ

って来ましたが、しかし、日本的

な食習慣は残っています。

　さて、今回はr食の文化」とr食

塩」について考えてみたいと思い

ます。

　さそいあってどうぞおいでくだ

さい。

3月8日
　（火）

食生活の

タテマエとホンネ

武蔵野
女子大学講師

石川寛子先生

3月15日

　（火）

「食塩」

減塩から適塩へ

高知大学助教授

針谷順子先生

●時間／夜7時～9時
●会場／十日町市公民館（本館）

●受講料は無料です

「公民館利用団体の申込みを

　市公民館では、市民の社会教育活動を

盛んにするため団体・グループに会場を

提供しています。

　昭和58年度に公民館（十日町・中条・

飛渡・川治・下条・水沢）を利用して学

習・文化・レクなどの社会教育活動を行

いたい団体は3月1日～4月10日までの
間に各公民館に申し込んでください。

　　　　r20歳の記録」原稿募集
　　　　　　　　　　　　　●
　成人おめでとうございます。

　r20歳」は、あなたがずっと続けてきた自己形成の旅の再
出発点とは言えないでしょうか。この機会にあなたの20歳を

考えてみてください。

　r20歳の記録」を次のように募集します。ぜひご応募くだ
さい。

■テーマ　何でもけっこうです。たとえば次のようなものは

　　　　いかがでしよう。
　　　　①わたしの青春　　　⑧初めて選挙権を得て
　　　　②わたしの仲間　　　⑨わたしの恋愛・結婚観
　　　　③職場で考えること　⑩わたしの訴えたいこと
　　　　④わたしの学園生活　⑪近況報告「わたしもがん
　　　　⑤わたしの生いたち　　ばっています」

　　　　⑥親から学んだこと　⑫詩
　　　　⑦郷土を考える
■書き方　文章の上手・下手にこだわらず、自分の体験、考

　　　　えをもとに書くようにしてください。原稿には、
　　　　テーマ、氏名、住所、職業を明記してください。

■字数2，000字以内（用紙自由）1人2篇まで。

■締　切　3月31目
■その他　応募者全員に記念品を差し上げます。また、原稿

　　　　は記念文集「20歳の記録」におさめ、式当日出席
　　　　者におわたしします。
■宛　先　十日町市公民館r20歳の記録」係

一十日町市公民館〒948十日町市学校町盈7－5011番一

「
村
人
た
ち
の
戊
辰
戦
役
」

●
と
　
き
　
3
月
5
日
出
午
後
一
時
半
～
四
時

●
と
こ
ろ
　
博
物
館
2
階
集
会
室

●
学
　
習
　
ω
視
聴
会
「
越
龍
吼
ゆ
〃
“
」
　
（
B
S
N
）

　
　
　
　
ω
講
演
「
会
津
戦
争
こ
ぼ
れ
話
」

　
　
　
　
　
金
子
幸
作
氏
（
川
西
町
歴
史
民
俗
資
料
館
長
）

※
ど
う
ぞ
仲
間
を
誘
っ
て
お
［
い
で
く
だ
さ
い
。

にぎわってま～す
轟灘薄＝灘覇齢鞭

一十日町市公民館（本館）盈7－5011番一

博物館友の会
3月の学習会

3月1目
　（火）

はじめての赤ちゃん
●かかりやすい病気と予防
●質疑応答

医師（新潟市）

桑原貞子先生

3月8日
　（火）
三ツ児の魂百まで
●しつけのポイント

前橋育英短大

玉井成光先生

3月16日
　（水〉
家庭ってな～に
●家庭内のコミュニヶ一ション

助言者
交渉中

3月24日
　（木）

カ　ウ　ン　セ　リ　ン　グ
●心・身体・育児での悩みにお
答えして

　上村病院
高木成子先生他

囹時間／夜7時～9時
囹会場／十日町市公民館（本館）

囹受講料無料　　囹当日申込可

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
2
月
15
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

セ
リ
カ
千
六
百
㏄

四
＋
八
年
式

十
二
万
円
～

十
三
万
円

二
段
ベ
　
ッ
ト

中
　
古

相
談
で

ス
　
キ
　
i
　
靴

（
二
十
六
・
五
㎝
）

中
　
古

三
万
円

～
五
万
円

小
学
生
用
ス
キ
ー

〃

〃

洗
濯
用
乾
燥
機

〃

相
談
で

ブ
　
ラ
　
ン
　
コ

〃

〃

　
　
　
薬
草
に
親
し

■
日
時
　
三
月
十
二
日
㈲
　
午
後
二

　
　
　
時
半
～
五
時

■
会
場
　
大
和
町
役
場
　
大
会
議
室

　
（
浦
佐
駅
東
口
か
ら
徒
歩
十
分
）

■
日
程
　
ω
講
演
　
　
「
魚
沼
の
薬
草

む
会
開
催

　
と
栽
培
に
つ
い
て
」

　
　
講
師
　
八
田
亮
三
先
生

ω
薬
草
よ
ろ
ず
相
談
（
試
食
会
有
）

■
詳
細
は
、
大
和
町
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

十日町の

人に

■鰯なりました
　池田　美紀さん
　～石川．小松市から～　　〔33〕

★
北
陸
の
機
械
工
業
地
帯
と
し
て
有

名
な
石
川
県
は
小
松
市
か
ら
、
昨
年

十
月
に
市
内
焼
野
の
池
田
克
也
さ
ん

（
公
務
員
・
二
十
四
歳
）
の
と
こ
ろ

に
嫁
い
で
来
た
の
が
、
美
紀
さ
ん
（
二

十
四
歳
〉
で
す
。

★
二
人
が
知
り
合
、
っ
た
の
は
、
富
山

の
大
学
の
存
学
中
。
二
人
と
も
ス
キ

ー
、
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
、
昔
も
今

も
そ
れ
は
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

特
に
冬
の
楽
し
み
は
“
ス
キ
ー
”
。

「
来
週
二
人
だ
け
で
野
沢
に
行
く
の

で
す
が
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
凶

★
嫁
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
一
因
は
「
市

街
地
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
が
、
自

然
の
中
に
囲
ま
れ
住
み
や
す
い
と
こ

ろ
。
国
道
沿
で
バ
ス
停
も
家
の
前
。

雪
も
、
屋
根
は
自
然
落
下
で
道
路
も

除
雪
は
万
全
」
と
克
也
さ
ん
の
書
葉
。

　
池
田
さ
ん
の
家
は
、
飛
一
小
学
校

の
入
口
の
国
道
沿
の
お
店
屋
さ
ん
ー
。

「
聞
か
さ
れ
た
通
り
の
と
こ
ろ
で
す

ね
」
と
微
笑
ん
で
言
う
と
こ
ろ
が
爽

や
か
な
素
朴
な
人
と
い
う
印
象
で
す
。

★
「
こ
の
冬
を
過
ご
し
て
見
て
、
雪

国
に
来
た
ん
だ
な
っ
て
つ
く
づ
く
感

じ
ま
す
」
　
「
こ
こ
に
住
む
人
達
の
人

間
味
、
人
情
の
素
朴
さ
に
好
感
を
も

ち
ま
す
印
　
「
（
家
か
ら
出
る
機
会
が

な
い
の
で
）
同
じ
世
代
の
人
と
話
を

す
る
機
会
が
な
い
の
が
残
念
一
と
現

在
の
心
境
を
話
し
て
い
ま
す
。

★
池
田
さ
ん
の
家
は
、
浦
佐
駅
の
市

営
駐
車
場
の
申
込
み
場
所
で
す
。
“
お

願
い
し
ま
す
”
の
他
に
、
世
間
話
の

一
つ
や
二
つ
を
、
美
紀
さ
ん
に
話
か

け
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
美
紀
さ
ん

に
一
日
で
も
早
く
十
日
町
に
慣
れ
て

も
ら
う
た
め
に
も
。

欄麟闘1・鰹翻
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三
種
混
合
予
防
接
種
の
実
施
要
領
　
　
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
子
供
の
健
康

と
日
程
に
つ
い
て
は
二
月
十
日
付
の
　
　
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
問
診
票

市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
次
　
　
の
記
載
の
で
き
る
人
が
、
必
ず
連
れ

の
点
に
留
意
し
て
接
種
を
受
け
て
く
　
　
て
き
て
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

　
　
一
期
対
象
者

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
～
五
十

六
年
二
月
二
十
八
日
の
間
に
生
ま
れ

た
人
で
、
一
期
一
回
し
か
接
種
し
て
　
　
　
昭
和
五
十
八
年
度
固
定
資
産
の

い
な
い
人
と
未
接
種
者
（
年
齢
に
よ
　
　
　
課
税
台
帳
を
つ
ぎ
の
と
お
り
縦
覧

っ
て
は
二
種
混
合
で
実
施
）
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。

　
　
二
期
対
象
者

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
～
五
十
　
縦
覧
場
所
　
市
役
所
税
務
課

五
年
二
月
二
十
八
日
の
間
に
生
ま
れ

た
人
で
、
前
年
一
期
が
完
了
（
最
低
　
　
期
間
　
三
月
一
日
～
二
十
二
日

二
回
接
種
し
て
い
る
人
も
含
む
）
し
　
　
　
　
　
　
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

て
い
る
人
。

　
～
特
に
こ
の
点
に
ご
注
意
～
　
　
　
　
時
間
　
平
日
　
午
前
八
時
半
～
五
時

　
○
問
診
票
は
、
会
場
で
記
載
し
て
　
　
　
　
土
曜
日
は
午
後
O
時
半
ま
で

博
も
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
判
．
．
霊
．
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
善

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

一
　
農
業
所
得
標
準
額
が
　
　
　
　
　
｝

伸
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た
　
　
　
齢

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

ト

ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

ψ
　
昭
和
五
十
七
年
分
農
業
所
得
が
確
得
が
二
十
万
円
以
上
に
な
る
方
は
、
贈

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

ψ
定
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ψ

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

轡
　
昨
年
十
一
月
経
営
耕
作
地
面
積
等
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
　
　
ψ

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

γ
申
告
書
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方
々
所
得
額
等
の
問
い
合
わ
せ
は
市
役
御

γ
つ
い
て
は
、
計
算
が
終
了
し
ま
し
所
税
務
課
市
民
税
係
（
宅
⊥
二
轟

マ
．
　
　
　
　
　
二
番
内
線
二
〇
七
．
三
二
）
へ
．
脚

脚
な
お
、
給
与
所
得
者
等
で
農
業
所
　
　
　
　
　
　
御

ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

デ
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
も

　
o
母
子
手
帳
、
印
か
ん
は
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
忘
れ
た
場
合
は

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
．

　
〇
一
期
対
象
の
会
場
に
は
、
二
期

の
該
当
者
を
連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ

さ
い
。※

予
防
接
種
の
詳
細
は
二
月
十
日

　
号
を

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧

　
な
お
、
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に

つ
い
て
審
査
申
出
期
間
は
、
三
月
一

日
～
四
月
一
日
ま
で
で
、
つ
ぎ
に
該

当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

◎
昭
和
五
十
七
年
中
に
土
地
の
地
目

変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
。

◎
昭
和
五
十
七
年
中
に
家
屋
の
新
増

築
、
取
り
こ
わ
し
の
あ
っ
た
場
合
。

◎
昭
和
五
十
八
年
度
分
と
し
て
価
格

が
決
定
さ
れ
た
償
却
資
産
。

9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

27　　＿　　21　　　　20　　　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　6

日蓑日　日　　　日　　　日　黛

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
密
2
の
2
1
7
4
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
盈
2
の
3
2
6
9
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
E
2
の
2
9
5
7
番

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
B
5
の
2
0
0
3
番

中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　輯　　　　　　　　　　　　榊　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　一　　　　　　　　雪　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　一　　　　　　　曽　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　噸　　　　　一　　　　　一　　　　　雪　　　　雪　　　　一　　　　一　　　薗　　　曹　　　，　　榊　　曹　　曹　，　騨　甲
曹曹一

献血車日程

3月11日（金）

十日町高校

午前10時～

　午後3時

保
険
料
の
掛
け
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
み
な

さ
ん
〃
“
保
険
料
を
決
め
ら
れ
た
期
限

ま
で
に
掛
け
て
い
ま
す
か
。

　
保
険
料
を
掛
け
忘
れ
て
い
る
と
、

万
一
の
と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

い
ば
か
り
か
、
老
後
の
支
え
と
な
る

老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
も
し
、
掛
け
忘
れ
の
保
険
料
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

ま
す
と
、
ま
す
ま
す
額
も
か
さ
み
一

段
と
掛
け
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
決
め
ら

れ
た
期
限
ま
で
に
キ
チ
ン
と
掛
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
問
い
あ
わ

せ
は
、
密
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

一
八
年
金
係
へ
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

3
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

54

年
9
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

3
月
n
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56

年
9
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

3
月
1
6
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

57

年
n
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

3
月
1
4
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

57

年
5
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
飼
欝
鶉
㌍
お
謄
絹
墾
綾
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
一
日
り
℃
　
正
午
～
午
後
四

時
　
学
校
町
一
丁
目
、
川
原
町
、
諏

訪
町
、
水
野
町
、
若
宮
町
の
各
一
部

学
校
町
二
丁
目
の
全
部
　
▼
三
月
十

一
日
囲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時

下
条
本
町
の
一
部
、
貝
ノ
川
、
水
口
、

新
保
の
全
域
　
▼
三
月
十
六
日
困

むし歯のないよい子
　　　　　　（1月分）

午
前
九
時
～
午
後
一
時
菅
沼
、
大

池
、
赤
倉
の
全
部
　
▼
三
月
二
十
二

日
ω
℃
　
正
午
～
午
後
四
時
　
稲
荷
町

三
丁
目
本
通
り
、
稲
荷
町
三
の
北
、

稲
荷
町
四
、
本
町
四
、
本
町
五
、
田

中
町
東
、
田
中
町
西
、
本
町
六
ノ
ニ
、

上
川
町
の
各
一
部
、
稲
荷
町
一
、
稲

荷
町
二
、
稲
荷
町
三
ノ
東
、
稲
荷
町

三
ノ
南
、
丸
山
町
、
昭
和
町
四
、
旭

町
、
田
中
町
本
通
り
の
全
部

氏　　　名 住　　　所 保護者

　　ひろ角山　裕子 上新田3 誠一

真霜　滋子 四日町1 由紀夫

市川　　圭 四日町　1 講

　　まさひこ
数藤　仁彦 小　泉　3 信雄

星名　吉栄 北新田第3 春雄

柳　　俊行 寿町4丁目 信三

葉葺　哲男 北新田第1 昭二

佐藤　洋平 稲荷町西 三夫

　　　空柳田　　土 丸　山　町 剛




